
＝
申
し
込
み
先　
　

☎
＝
電
話
番
号　
　

  

＝
Ｅ
メ
ー
ル

＝
問
い
合
わ
せ
先　

＝
フ
ァ
ク
ス
番
号　

＝
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

マ
ー
ク

の
説
明

¥0 参加費用無料
高齢者・障害者対象

歩
道
〜
信
貴
・
黒
谷
道
〜
八
尾
市
民
の
森

（

㌔
、
中
・
上
級
者
向
け
）。
八
尾
市
民
の

森
で
桜
や
ツ
ツ
ジ
の
植
樹
（

本
）
を
行
い

ま
す　

●
定
員
＝
先
着

人　

●
持
ち
物
＝

弁
当
、
水
筒
、
タ
オ
ル
、
雨
具
、
敷
物
、
動

き
や
す
い
服
装
・
靴
、
軍
手　

●
そ
の
他
＝

参
加
者
全
員
に
自
然
木
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
、
自

然
歩
道
マ
ッ
プ
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

主
催
＝

月

日
〜

月

日
に
生
駒

山
系
森
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
協
議
会
事
務
局

（
大
阪
府
中
部
農
と
緑
の
総
合
事
務
所
地
域

政
策
室
）
☎

・

・

大
東
市
小
中
学
生
弁
論
大
会

●
と
き
・
と
こ
ろ
＝

月

日
㈮
午
後

時

分　

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー　

●
内
容
＝
国

語
力
向
上
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
市

立
小
学
校

年
生
・
中
学
生
が
「
今
を
生
き

る　

未
来
に
つ
な
ぐ
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
弁

論
大
会
を
実
施
。
桂
文
我
さ
ん
に
よ
る
ミ
ニ

講
演
会
も
開
催　

●
そ
の
他
＝
参
観
は
自
由

で
す
（
申
込
不
要
）

教
育
政
策
室
☎

・

「
共
に
生
き
る
障
が
い
者
展
」
の
開
催

〜
障
が
い
者
作
品
展
へ
の
作
品
大
募
集
〜

　

本
展
は
、「
障
が
い
者
作
品
展
」
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
催
し
が
同
時
開
催
さ
れ
る
「
大
阪

の
障
が
い
者
の
祭
典
」
で
す
。
作
品
展
で
展

示
・
即
売
す
る
障
が
い
者
の
作
品
も
募
集
し

て
い
ま
す
（
締
め
切
り
は

月

日
）。

●
と
き
・
と
こ
ろ
＝

月

日
㈯
〜

日
㈷

午
前

時
〜
午
後

時　

国
際
障
害
者
交
流

セ
ン
タ
ー
（
ビ
ッ
グ
ア
イ
。
泉
北
高
速
鉄
道

泉
ヶ
丘
駅
下
車

㍍
）　

●
そ
の
他
＝
出
展

に
つ
い
て
は
、「
共
に
生
き
る
障
が
い
者
展

実
行
委
員
会
事
務
局
」（（
社
福
）
大
阪
障
害

者
自
立
支
援
協
会
）
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
☎

･

･

　

･

･

府
障
が
い
福
祉
室
☎

･

･

日
帰
り
電
車
の
旅

「
グ
リ
コ
お
菓
子
工
場
」

●
と
き
･
行
き
先
＝

月

日
㈰
午
前

時

〜
午
後

時　

兵
庫
県
神
戸
市　

●
対
象
＝

小
･
中
学
生　

●
費
用
＝
小
学
生

円
、
中
学
生

円

月

日
正
午
か
ら
青
少
年
協
会
☎

･

ス　

ポ　

ー　

ツ

市
民
体
育
館

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
秋
季
大
会

●
と
き
＝
①

月

日
㈷
男
子
の
部　

②

日
㈯

号
球
の
部　

い
ず
れ
も
午
前

時
〜

午
後

時　

●
内
容
＝
変
則
リ
ー
グ　

●
対

象
＝
①
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者　

②
市

内
在
住
・
在
勤
の
既
婚
女
性　

●
費
用
＝

チ
ー
ム

千
円　

●
そ
の
他
＝
①
当
日
会
場

で　

②

月

日
市
民
体
育
館
で
抽
選
し
ま

す

①

月

日　

②

月

日
ま
で
に
磨

島
☎

･

主
催
＝
体
育
協
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟

市
の
指
定
文
化
財
④

一い
っ

石せ
き

六ろ
く

地じ

蔵ぞ
う

石せ
き

仏ぶ
つ

第 4話

　

阪
奈
道
路
の
竜
間
バ
ス
停
か
ら
少

し
坂
を
登
っ
て
東
に
入
る
道
は
、
古

堤
街
道
の
延
長
に
あ
た
り
、
奈
良
に

抜
け
る
旧
道
で
す
。
阪
奈
道
路
か
ら

こ
の
道
を
200

㍍
ほ
ど
入
っ
た
と
こ
ろ

の
分
岐
点
に
、
石
柱
で
石
の
屋
根
を

支
え
た
中
に
六
地
蔵
の
石
仏
が
安
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

高
さ
148

㌢
、
幅
86

㌢
の
舟ふ
な

形が
た

光こ
う

背は
い

に
、
身み
の

丈た
け

約
45

㌢
の
半
肉
彫
り
地じ

蔵ぞ
う

菩ぼ

薩さ
つ

立り
ゅ
う

像ぞ
う

が
、
上
段
に
３
体
、
下
段

に
3

体
と
並
ん
で
い
ま
す
。
地
蔵
菩

薩
の
姿
は
、
錫し
ゃ
く
じ
ょ
う杖

を
持
つ
も
の
や
宝ほ
う

珠じ
ゅ

を
持
つ
も
の
、
ま
た
は
合
掌
姿
の

も
の
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

像
の
左
右
に
彫
ら
れ
た
銘
に
よ
る

と
、
永え
い

禄ろ
く

10

年
（
1

5

6

7

）
2

月

23

日
に
、
六
斎さ

い

念
仏
の
供
養
の
講

衆
55

人
に
よ
っ
て
造
立
さ
れ
た

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

六
斎
念
仏
と
は
、
毎
月
8

・

14

・
15

・
23

・
29

・
30

日
の
六

斎
日
に
精し

ょ
う

進じ
ん

し
て
念
仏
を
称と
な

え

る
も
の
で
、
併
せ
て
念
仏
踊
り
が

行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う

で
す
。
室
町
時
代
に
は
奈
良
県
や

大
阪
府
で
特
に
盛
ん
に
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

一
石
に
六
地
蔵
が
彫
ら
れ
た
も
の

は
珍
し
く
、
北
河
内
地
域
で
は
今
の

と
こ
ろ
２
例
し
か
知
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。

　

な
お
、
こ
の
よ
う
な
形
の
も
の
を

「
板い
た

碑び

」
と
呼
ぶ
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

笑
み
を
浮
か
べ
た
よ
う
な
顔
立
ち

は
、
地
蔵
菩
薩
の
慈じ

悲ひ

を
表
し
、
道

を
行
き
交
う

者
を
見
守
っ

て
い
る
よ
う

に
も
思
え
ま

す
。

（
市
史
編
纂

委
員　

岡
村

喜
史
）

龍間所在

一石六地蔵
石仏陸橋

阪奈
道路

バス停竜間

N
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